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本題に入る前に
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「キャリア教育」はわかりにく
い言葉で、その意味が人に
よって異なることがある。
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キャリア教育についての
誤解
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キャリア教育について
理解を深める意義
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キャリア教育とは：
社会環境の変化の激しい時代にあって、
学校教育が若者の社会的・職業的自
立に必要な基礎的能力や態度を育てる
ことを通して、キャリア発達を促すことを目
指す教育改革の考え方
（平成23年中教審答申より）
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言い換えれば、
キャリア発達の視点から、全教育活動を見
直し、改善する理念であり、教育のあり方を
しめすことである。したがって、特定の活動
や教科を意味するものではない。

教育基本法の目標「主体的・自立的に生き
る若者を育成する」という目標と同じ
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キャリア教育が必要な意味：

時代の変化の方向性
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キャリア教育の必要性
の背景
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「キャリア」という言葉を
用いる意味
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「将来の自立した人の土台作りとしての
キャリア」の意味：未来の土台として
「今」という時間の大切さ
① 学ぶ意味、経験から学ぶことの喜びの体験
② 学校は小さな社会、自分と異なる人々と
ともに生き、学ぶ体験の場

③ キャリアの基盤である、「今」は「未来」を
つなぐ場、としての学校
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将来の自立した人の土台作りとしての
学校の役割
・自己責任、自立心、自立した生き方のための
力と態度の育成
・学ぶ意味、学ぶことの喜びの体験
・生涯学習の時代に備える土台作り
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キャリア教育は、
教師集団の相互理解、
相互援助が不可欠
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